
【英語】 

〜ClassPad.net のファイルふせん・リンクふせんを活⽤する〜 

説得⼒のあるスピーチを考える授業（後半） 
模擬的な Launch Event を通して、聞き⼿を説得できるスピーチをする⼒を養う。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発表の細かいルール等をテキスト
ふせんにまとめておき、プロジェ
クターや電⼦⿊板等で投影して説
明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

概要の説明 
前回の授業で学んだ商品を売り出すため
のスピーチのコツを⼿短に復習し、今回
の授業では各班が発表をしたのちに最も
良かった班に投票することを説明する。 
 
 
 
 
発表についての確認 
各班の発表の時間制限など、細かいルー
ルについて再確認する。持ち時間は 1 班
3 分間で、時間になったら教員がその時
点で打ち切る。2 分間以上は必ず話すこ
と。その後２分間の質疑応答があり、こ
こでは１班の発表後は２班、２班の発表
後は３班、というように次の班のメンバ
ーから質問をする。なお、時間は２分間
きっちり使うこと。聞く側は質問・投票
ができるようにメモをとりながら聞くこ
とと、話す側は質問をされたら流暢でな
くてよいのでその場で英語で答えること
を伝える。 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：英語を話すことに対する⽣徒の抵抗を減らし、楽しみながら説得⼒のある話し⽅

を⾝に付けさせる。 
⽣徒向けの⽬標：説得⼒のあるスピーチとはどのようなものかを考え、実践する。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・⽣徒の理解促進  ：リンクふせんを使って動画を再⽣・配布することで、授業テーマに対する深い

理解を促す。 
・協働学習促進   ：授業⽀援機能を利⽤して⽣徒間で作業内容を共有することで、グループワーク

を効率的に進めることができる。 
・探究学習促進   ：カメラふせんやテキストふせんなど多様な機能を利⽤し、クリエイティブな発

表を考えることができる。 
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必要に応じて各班の資料を電⼦⿊板
等で投影する。テキストふせんやカ
メラふせん等を繋いでスライドショ
ー形式にさせてもよい。 
 
 
 
 
 
 
投票の⽅法は、教員のデジタルノー
トに「１班 torch」のように班の
番号と売り出したアイテムを記載し
たテキストふせんを⽤意し、⽣徒た
ちが挙⼿した数を記録していくこと
とする。 
 
 
 
 
 
step 2 で使ったテキストふせんを再
度電⼦⿊板等に投影する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
テキストふせんにまとめたリスニン
グのコツを授業⽀援機能で配布す
る。また、練習⽤の YouTube 動画
「共通テスト英語リスニング・オリ
ジナル予想問題 第 4 問 ⑤」
（https://www.youtube.com/watch?
v=e3Lro58QEoY）とワークシート
をそれぞれリンクふせん・ファイル
ふせんで配布し、必要に応じて提出
機能を使って⽣徒から教員にワーク
シートのファイルふせんを提出させ
る。 

発表・質疑応答 
step2 で確認した⼿順どおりに発表・質
疑応答を⾏う。50分授業の場合は時間
がギリギリになるためテキパキと進⾏
し、40分以内に全ての班の発表を終わ
らせる。 
 
 
 
 
投票・講評 
どの班のアイテムを最も買いたいと思っ
たかを各⾃に発表を聞きながら考えさ
せ、⾃分以外の班に投票してもらう。投
票後、教員は最も得票数が多かった班を
発表し、時間があれば各班について、時
間がなければ全体について、講評を⾏
う。 
 
 
 
まとめ 
前回の授業で学んだ話し⽅のコツについ
て最後に再度触れ、実際に発表をしたり
聞いたりしたことで学んだことを今後も
⽣かしていくよう呼びかけて、授業を締
めくくる。 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
リスニングの問題や英語の講義を受ける
ときなどに使える、聞きながらメモを取
るときのコツを共有する。また、練習が
できるように簡単な動画と、その内容を
まとめられるようなワークシートも⽣徒
に送り、取り組みたい⽣徒に各⾃取り組
ませるか、宿題として提出機能を⽤いて
教員に提出させる。なお、英語の⾳声の
みでは難しいかもしれないことと、メモ
の取り⽅を強調したいということを踏ま
えて、⼀度⾒た後は英語や⽇本語の字幕
をつけてよいこととする（ただし、速度
はそのままで通しで視聴させる）。 
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